
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岩倉市部活動地域移行・地域連携だより №2 
岩倉市教育委員会 

岩倉中学校・南部中学校 

令和６年３月発行 

 

「岩倉市における中学校部活動の地域連携・地域移行推進計画」を策定しました！ 

子どもたちに、持続可能でより豊かなスポーツ・文化環境を提供します 
 
・少子化の中でも、子どもたちが将来にわたりスポーツ・文化に親しむ機会を確保します。 

・教員の業務改善を進め、学校教育の質を向上させます。 

・今ある資源を最大限活用し、地域に持続可能で多様なスポーツ・文化環境を整備します。 

第３回部活動検討懇談会 R6.2.6 

＜議題＞ 

（１）中学校部活動の地域連携・地域

移行推進計画について 

（２）合同部活動のモデル事業について 

（３）地域活動の周知について 

岩倉市の地域移行・地域連携の方策 

●方策１ 部活動の指導者を、教員から地域人材へと比重を移す。 

ステップ１ (R6～）教員と地域人材による部活指導 

 ・教員だけの指導から地域人材との協働を目指す。 

ステップ２ (将来的に・・・）地域人材と副業教員による部活動指導 

 ・地域人材と副業教員のみで指導する地域部活動の創設を模索する。 

※副業教員…兼職兼業届を出して部活動を指導する教員 

●方策２ 中学生の活動の場を、学校教育から社会教育へ拡充する。 

ステップ１ (R6～）社会教育の場を広げる。 

 ・中学生の受入が可能な地域活動を広く周知したり、これまでにはなかっ

た中学生の参加枠を広げたりして、社会教育に属する中学生を増やす。 

ステップ２ (将来的に・・・）新たな地域活動の模索 

 ・学校を活動場所とした新たな地域活動も模索する。 

 

＜今後の予定＞ 地域人材による部活動指導と中学生の地域活動への参加を促進するため、 
１ スポーツ・文化活動団体への説明会、見学会を実施します。  
２ 中学生が参加できる活動団体を生徒や保護者へ周知します。 

 
両中学校の部活動（サッカー部、柔道部）

で、合同チームでの活動を増やします 
 
子どもたちは、既に多くの社会教育の中

で、スポーツ・文化活動を行っています 

裏面：各種アンケート結果（抜粋） 

＜最上位目標＞ 



●各種アンケートの結果（一部抜粋） 

 

(令和５年１０調査) 
 
①部活動以外の地域スポーツや文化活動に 

参加している ２１％ 

参加していない ７９％ 

 
②参加している地域活動の内訳は？  （人） 

競技性・専門性の高い活動 １１５ 

多世代で楽しむ活動 ３３ 

個人で行う活動 ３１ 

同世代で楽しむ活動 ２４ 

 
③地域活動に参加した理由          （人） 

部活よりレベルが高い 94 

専門的な指導が受けたい 73 

他校の友達と活動できる 49 

部活より気軽に参加できる 38 

入りたい部活種目がない 29 

活動時間が短く両立できる 21 

 
③休日の部活がなくなったら、地域活動に参加？ 

そもそも休日の活動はしたくない 27% 

学校の活動でないなら参加したくない 20% 

家の近くの活動なら参加したい 19% 

家・学校の近くに限らず参加したい 19% 

学校又は学校の近くの施設なら参加 15% 

 
④部活動が短くなったら、その時間を何に使う？ 

テレビ・ゲーム・趣味に充てたい 61% 

友達と遊びたい 50% 

家で勉強したい 40% 

睡眠時間を増やしたい 33% 

家族と過ごしたい 17% 

部活動と同じスポーツ・文化活動 14% 

塾や習い事をしたい 12% 

部活動とは違うスポーツ・文化活動 5% 

 

中学生の実態と意識 

(令和５年１０調査) 
 
①部活動のあり方を変える必要があるか？ 

とてもそう思う ５６％ 

まあそう思う ３４％ 

あまりそう思わない ９％ 

まったくそう思わない ２％ 

 
②部活動の地域移行に関する意見で近いものは？ 

休日も平日も同時に移行すべき ４１％ 

まずは休日の部活動から移行すべき ４０％ 

子どもの文化・スポーツ環境は今後
も学校が提供すべき 

１３％ 

その他 ６％ 

 
③休日が地域移行したら生徒は参加すると思うか 

参加すると思う ２０％ 

どちらかといえば参加する ４８％ 

どちらかといえば参加しない ２２％ 

参加しないと思う  ０％ 

分からない １０％ 

 
④地域移行した場合の自身の関わり方は？ 

兼職兼業を得て関わりたい １９％ 

地域の人に任せたい ５５％ 

地域人材と連携したい ２６％ 

 
⑤地域移行に向けて解決すべき課題は何か 

人材の確保 ２７％ 

受け皿（団体）の整備 １９％ 

生徒・保護者の理解 １４％ 

トラブル時等の責任の所在 １２％ 

大会の在り方 １０％ 

活動場所の確保  ７％ 

教員の理解  ５％ 

会費や保険  ３％ 

学習指導要領の位置づけ  ３％ 

 

教員の意識 

(令和５年８調査) 
 
①中学生の参加可能な団体数  

既に参加している 10 

いないが参加できる 12 

参加できない 17 

 

②既に参加している団体 （人） 

岩倉市バレーボール協会 15 

岩倉空手道スポーツ少年

団 
12 

岩倉市剣道連盟 10 

岩倉フットサルスポーツ少

年団 
10 

岩倉市ソフトテニス協会  8 

岩倉武道館剣道スポーツ

少年団 
 8 

岩倉南部館剣道スポーツ

少年団 
 3 

岩倉市民吹奏楽団  2 

岩倉桜武館剣道スポーツ

少年団 
 2 

五条川空手スポーツ少年

団 
 1 

 
④地域人材の内訳１   （人） 

平日も指導可 20 

休日のみ指導可 35 

 

⑤地域人材の内訳２   （人） 

単独でも指導可 28 

顧問と一緒に指導 27 

 

 

地域スポーツや文化活動の実態 

③中学生に指導できる指導者 
岩倉市民吹奏楽団  24 

岩倉市北野球スポーツ

少年団 
2 

岩倉市南野球スポーツ

少年団  
3 

岩倉市卓球協会 3 

岩倉市ソフトテニス協会 3 

岩倉市バレーボール協

会 
3 

岩倉市テニス協会 2 

岩倉市ソフトボール協会 1 

岩倉市卓球スポーツ少

年団 
2 

岩倉スポーツクラブ 1 

岩倉フットサルスポーツ

少年団 
1 

岩倉ソフトボールスポー

ツ少年団 
1 

岩倉バドミントンスポーツ

少年団 
1 

岩倉空手道スポーツ少

年団 
1 

五条川空手スポーツ少

年団 
1 

岩倉東新町空手道スポ

ーツ少年団 
1 

岩倉南部館剣道スポー

ツ少年団 
1 

岩倉桜武館剣道スポー

ツ少年団 
1 

岩倉市インディアカ協会 1 

岩倉市ソフトバレーボー

ル連盟 
1 

岩倉市気功クラブ 1 

 


